
平
成
29
年
５
月
12
日
（
金
）、午
前
10
時

か
ら
区
立
文
化
会
館
大
会
議
室
に
て
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
昨
年
暮
れ
に
急
逝
さ
れ
た
内
田
会

長
お
よ
び
年
度
内
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
ク
ラ
ブ
員
各
位
に
黙
と
う
を
捧
げ
、
第

一
部
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

出
席
ク
ラ
ブ
１
１
４
ク
ラ
ブ
、
書
面
出

席
（
委
任
状
）
３
ク
ラ
ブ
、
欠
席
11
ク
ラ

ブ
、
そ
の
他
代
理
出
席
あ
り
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
（
※
出
席
・
欠
席
は
受
付
名
簿
に
よ

板
老
連
定
期
総
会
報
告

る
た
め
誤
差
が
あ
り
ま
す
）。会
則
第
２
章

第
13
条
に
照
ら
し
成
立
と
な
り
ま
し
た
。

芝
間
総
務
部
長
に
よ
る
開
催
宣
言
、
本

部
会
長
代
行
が
議
長
の
指
名
を
受
け
、
議

事
進
行
（
会
則
19
条
に
よ
り
）
と
な
り
ま

し
た
。
議
事
に
お
い
て
は
す
べ
て
の
議
案

が
承
認
・
可
決
。
新
連
合
会
長
に
阿
部
勲

氏
（
４
支
部
）
が
選
出
さ
れ
、
29
年
度
の

板
老
連
は
新
た
な
体
制
の
も
と
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

（
総
務
・
企
画
部　

大
塚
）

盛大に開催された総会クラブ創立 50 周年で区長から表彰状が送られました

議事の進行

平成29年度
板老連各部長・副部長・部担当副会長

○	会　長　阿部	勲（４）
○	副会長　本部	六朗（11）　早坂	憩子（12）　稲毛	智哲（９）

※（　）内は支部名	 敬称略

部名 部長 副部長 担当副会長

総務・企画部 大塚　恒夫（10） 春日　昭夫（１）後藤　博（９） 本部　六朗

厚生・盛年部 小菅　昭夫（２） 福代　孝雄（２）
磯部　和美（５） 稲毛　智哲

文化部 奥永　和満（５） 根本　忠次（４）
平野　忠夫（８） 稲毛　智哲

教養部 山田　隆夫（３） 宝田　喜一（６） 本部　六朗
広報部 本部　六朗（11） 鈴木　勝利（３） 本部　六朗
体育部 伊久留忠義（７） 中澤　孝則（７） 稲毛　智哲

女性・社会部 坪田　知子（８） 宇於崎利男（12）
坂本　恒男（11） 早坂　憩子

会計部 神谷　光子（１） 大竹　伸良（10） 早坂　憩子

新体制で新たなスタート
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平
成
29
年
度
の
板
老
連
定
期
総
会
が
５
月
12
日

（
金
）
に
開
催
さ
れ
、提
出
議
題
６
議
案
す
べ
て
が
審

議
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
無
事
終
了
し
た
こ

と
を
会
員
の
皆
様
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
か
ら
新
会
則
の
下
で
の
総
会
に
な
り
ま
し

て
、
議
長
は
会
長
が
務
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
多
少

の
戸
惑
い
も
ご
ざ
い
ま
し
た
が
無
事
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
、ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
は
役
員
改
選
の
年
で
も
あ
り
、
常

任
委
員
会
が
な
く
な
り
理
事
会
一
本
と
な
り
、
部
会

な
ど
の
統
合
も
あ
り
、
新
し
い
時
代
に
向
け
て
の
板

老
連
の
再
ス
タ
ー
ト
の
感
を
強
く
持
ち
ま
す
。

私
は
、
こ
の
度
の
総
会
で
板
老
連
会
長
と
し
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
第
４
支
部
・
双
葉
蓬
莱
会
の
阿
部
勲

と
申
し
ま
す
。
板
橋
で
生
ま
れ
板
橋
に
育
ち
、〝
我
が

ふ
る
さ
と
板
橋
〟
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
一
人
で
ご
ざ

い
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
役
員
・
理
事
の
総
入
れ
替
え
の

よ
う
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
板
老
連

を
支
え
、
会
員
の
た
め
に
献
身
的
に
ご
尽
力
下
さ
っ

た
役
員
お
よ
び
理
事
の
皆
様
方
に
、
全
会
員
を
代
表

し
て
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
軌
道

に
乗
る
ま
で
慣
れ
な
い
後
輩
理
事
の
た
め
に
、
ご
指

導
の
程
何
分
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
も
ご
健
康
に
は
十
分
ご
留
意
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
く
ス
タ
ー
ト
す
る
新
執
行
部
で
す
が
、
課
題

の
多
さ
と
そ
の
内
容
の
大
き
さ
と
に
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
課
題
の

な
か
か
ら
喫
緊
の
課
題
の
一
部
を
こ
こ
に
挙
げ
、
会

員
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
て
活
路
を
見
い
だ
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
板
老
連
の
前
進
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

１　
新
会
則
の
下
で
の
ス
タ
ー
ト

新
会
則
で
、
部
会
の
数
が
10
部
会
か
ら
８
部
会
に

な
り
、
軌
道
に
乗
る
ま
で
多
少
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
今
年
度
か
ら
部
長
の
他
に
副
部
長
と
部
員

そ
し
て
そ
の
部
会
を
担
当
す
る
副
会
長
が
入
る
と
い

う
厚
み
の
あ
る
組
織
に
な
り
ま
し
た
の
で
、『
会
員

の
皆
さ
ん
が
ど
う
し
た
ら
〝
楽
し
か
っ
た
、
た
め
に

な
っ
た
〟
と
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
か
』
を
モ
ッ
ト
ー

に
真
剣
に
考
え
、
明
る
く
楽
し
く
希
望
に
満
ち
た
有

意
義
な
事
業
を
計
画
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２　
会
員
増
強
に
つ
い
て

会
員
増
強
に
つ
い
て
は
各
支
部
、
単
位
ク
ラ
ブ
、

そ
し
て
会
員
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
鋭
意
努
力
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の

成
果
が
し
っ
か
り
出
て
東
老
連
か
ら
〝
会
員
増
強
運

動
奨
励
賞
〟
に
19
の
板
老
連
単
位
ク
ラ
ブ
が
表
彰
を

受
け
た
程
で
す
。　
　
　

現
実
に
は
ク
ラ
ブ
会
員
の
超
高
齢
者
や
亡
く
な
ら

れ
た
方
な
ど
で
減
少
し
て
い
く
の
が
現
状
で
す
が
、

極
め
て
残
念
な
こ
と
は
、〝
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
の
後
継

者
が
い
な
く
て
解
散
し
て
い
く
ク
ラ
ブ
が
あ
る
〟
こ

と
で
す
。
昨
年
度
は
３
ク
ラ
ブ
が
解
散
し
約
２
０
０

〝
明
る
く
楽
し
く
希
望
に
満
ち
た
板
老
連
〟
を

板
橋
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
阿
部
　
勲

名
前
後
の
会
員
が
行
き
場
を
失
っ
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
解
決
に
は
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す

が
、
会
員
増
強
を
全
国
展
開
し
て
い
る
中
で
虚
し
さ

を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
、
板
老
連
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
し

て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
考
え
て

い
ま
す
。

３　
町
会
・
自
治
会
と
の
連
携
強
に
つ
い
て

地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
り
一
概
に

は
言
え
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
会
・
自
治

会
と
共
同
で
活
動
す
る
こ
と
が
年
々
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、
区
が
主
導
し
て
い
る
春
と
秋

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
、ポ
イ
捨
て
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

防
災
訓
練
、
交
通
安
全
週
間
、
学
童
の
見
回
り
隊
、

祭
礼
、
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
対
策
等
々
。
両
者
の

連
携
は
極
め
て
大
事
な
時
期
に
き
て
い
る
と
考
え
ま

す
。こ

の
際
、
町
会
・
自
治
会
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深

め
、
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
、
活
気
の
あ
る
街
づ
く

り
の
た
め
に
両
者
が
一
体
に
な
っ
て
協
力
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

以
上
の
他
に
ま
だ
ま
だ
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま

す
が
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
簡
単
に
解
決
で
き
る
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
焦
ら
ず
粘
り
強
く
前
向
き
に

一
つ
一
つ
の
課
題
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。会

長
就
任
に
あ
た
り
、
考
え
の
一
端
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
会
員
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
区
当
局
の
日
頃
の
温
か

い
ご
支
援
ご
指
導
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
使
命
感
を
も
っ

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平成26年度より全国老人クラブ連合会

では『１００万人会員増強運動』を実施。

板橋区老人クラブ連合会もそれを受け、会

員増強運動を実施しています。

クラブを活性化させ、未加入の方にクラ

ブの魅力を知っていただくため、会員皆様

のご協力とご支援をお願い申し上げます。

板橋区老人クラブ連合会からのお願い

会 員 増 強 運 動 に ご 協 力 を ！
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項　　目 28年度予算額 決算額 増減（-）額 支出内容
前年度繰越金 916,372 916,372 0 平成27年度　繰越金
会費 4,100,800 3,981,120 -119,680 会員　12,441名×320円
板橋区補助金 6,500,000 6,283,884 -216,116 27年度板橋区補助金

社協助成金 287,000 200,000 -87,000 芸能大会・作品展20万円、
輪投大会

シルバー助成金 30,000 56,784 26,784 作品展運営

行事参加費 3,370,000 3,167,700 -202,300

体育部（90300）盛年部（99800）
寿大学（490000）囲碁・将棋（5000）
作品展（41200）新年会（324000）
手芸（0）ダンス（24200）
芸能（239200）バス（1854000）

広告料 0 5,000 5,000「広報・板老」年4回発行、広告料なし
寄付金 50,000 88,000 38,000 新年会祝儀
雑収入（預かり金） 50,000 15,515 -34,485 利息・戻入金・（年度越入金）

計（1） 15,304,172 14,714,375 -589,797

項　　目 29年度予算額 平成29年度収入内訳
前年度繰越金 732,442 平成28年度繰越金
会費 4,000,000 会員　12,500名×320円
板橋区補助金 6,500,000 29年度板橋区補助金
社協助成金 260,000 芸能大会・作品展・スポーツ
シルバー助成金 30,000 作品展

行事参加費 3,200,000 教養部・体育部・文化部・女性部・
盛年部（芸能大会・バスハイクを含む）

広告料 0 広報誌「板老連」広告料なし、業者委託
寄付金 50,000 総会・新年会・他祝儀
雑収入 100,000 利息・東老連助成金他

計（1） 14,872,442

活
動
費

厚生部 100,000 59,680 -40,320 腰痛予防体操・
認知症講習会等健康講座、部会

教
養

寿大学 2,600,000 2,406,089 -193,911 寿大学講師・書記手当・
終了式・同運営等部会

作品展 820,000 800,041 -19,959 会場設営・賞状印刷・
審査員手当等及び表彰式

体育スポーツ 600,000 867,587 267,587 ゲートボール・ペタンク・輪投・
グラウンドゴルフ各大会他

文
化

趣味旅行 0 2,882 2,882 春の旅行
芸能大会 300,000 283,558 -16,442 大会費用
囲碁将棋 100,000 108,393 8,393 大会費用
唄と踊り 240,000 169,204 -70,796 大会費用

社
会

社会 100,000 5,000 -95,000 ボランティア活動・
募金活動・部会等

世代交流 800,000 776,630 -23,370 次世帯交流との交流活動等

女性部 300,000 100,764 -199,236 友愛活動・日帰り旅行・
手芸教室・部活動等

広報部 1,500,000 1,241,866 -258,134 広報・「板老連」年4回発行等、
HP更新・部活動等

盛年部 2,000,000 2,166,912 166,912 ウオーキング・月2回、
ダンスパーティ・バスハイク・部活動等

小計（Ａ） 9,460,000 8,988,606 -471,394

運
営
費

企画部 150,000 152,029 2,029 老連新任会長等研修会・
会員増強・東老連研修等

総
務

事務費 600,000 550,192 -49,808
東老連総会・理事会・
城西ブロック会議・
日光市老人会交流会、その他

通信費 140,000 119,386 -20,614 電話・FAX・連絡用〒／送料等

印刷費 600,000 601,464 1,464 コピー機管理・消耗品・
コピー機リース代等

渉外費 150,000 161,140 11,140 地域・外部団体交流（祝儀）
慶弔費 30,000 51,200 21,200 慶弔用
消耗品費 150,000 56,313 -93,687 事務用品（文具・領収書・額等）
会議費 200,000 149,714 -50,286 会計監査・委員会・三役会等
交通費 50,000 45,790 -4,210 常任理事・外出・区外出張費
総会費 400,000 390,635 -9,365 会場費・運営費等
新年会費 580,000 394,512 -185,488 会場費・運営費等の補助

支部費 700,000 700,000 0 支部活動費
東老連会費 1,242,000 1,215,000 -27,000 135クラブ×9,000円
備品費 200,000 0 -200,000
雑費 252,172 5,952 -246,220 戻入金・振込み手数料

小計（B） 5,444,172 4,593,327 -850,845
積立金（C） 400,000 400,000 0 60周年記念行事費積立金

合計（2）
（Ａ＋B＋C） 15,304,172 13,981,933 -1,322,239

（1）-（2） 732,442

活
動
費

厚生・盛年部 2,050,000 腰痛予防体操・認知症講習会等健康講座・
23区ウォーキング

教
養

寿大学 2,500,000 寿大学講師・書記手当・同運営等部会
作品展 900,000 会場設営・賞状印刷及び表彰式等

体育スポーツ 700,000 ゲートボール・ペタンク・輪投げ・グラウンドゴルフ各大会・
東老連・城西ブロック大会参加

文
化

趣味旅行 0 旅行費用
芸能大会 300,000 大会費用
囲碁将棋 100,000 大会費用
唄と踊り 200,000 大会費用
ダンスパーティ 50,000 納涼・クリスマスダンスパーティ・部会

社
会

社会 100,000 ボランティア活動・募金活動・社会奉仕（タスキ支給）部会等
世代交流 800,000 次世代との交流活動
女性部 300,000 友愛活動・日帰り旅行・手芸教室部会等

広報部 1,500,000 広報誌「板老連」年2回自発行・ホームページ更新・部活動等
小計（Ａ） 9,500,000

運
営
費

企画部 200,000 板老連新任会長等研修・会員増強表彰・東老連研修等

総
務

事務費 600,000 東老連総会・理事会・城西ブロック会議・
日光市老人会との交流会・その他

通信費 140,000 電話・FAX・送料等
印刷費 600,000 コピー機関連費用・及びリース代等
渉外費 150,000 地域・外部団体交流（祝儀）
慶弔費 30,000 慶弔用
消耗品費 100,000 事務用品（文具・領収書等）
会議費 200,000 委員会・三役会等
交通費 50,000 区内外出張費
総会費 400,000 会場費・運営費等の補助
新年会費 450,000 会場費・運営費等の補助

支部費 700,000 支部活動費
東老連会費 1,215,000 135クラブ×9,000円
備品費 100,000 諸行事器具・事務戸棚他
雑費 37,442 両替手数料他

小計（B） 4,972,442
積立金（C） 400,000 60周年記念行事費積立金・役員記念品代

合計（2）
（Ａ＋B＋C） 14,872,442

支出の部支出の部

収入の部収入の部 板橋区老人クラブ連合会　「単位円」板橋区老人クラブ連合会　「単位円」

平成28年度　板老連収支決算平成29年度　板老連収支予算

平成29年4月19日　監事：宮澤菊雄、鈴木政一、金子憲一、大輪かづ子

平成29年4月1日

帳簿・伝票綴り等を監査した結果、適正に処理されており相違ないことを認めます。

板
老
連
　
今
後
の
事
業
予
定

▽	
日
帰
り
旅
行
（
文
化
部
）
箱
根
湯
本
温
泉

	

７
月
10
日
（
月
）・
11
日
（
火
）

▽	

城
西
ブ
ロ
ッ
ク
輪
投
げ
大
会
（
体
育
部
）

	

７
月
26
日
（
水
）　

小
豆
沢
体
育
館

▽	

区
長
を
囲
む
会
（
総
務
・
企
画
部
）

	

８
月
24
日
（
木
）

	

　

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
６
０
１

▽	

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
総
務
・
企
画
部
）

	

８
月
29
日
（
火
）　

文
化
会
館
大
会
議
室

▽	

腰
痛
予
防
体
操
講
習
会
（
厚
生
・
盛
年
部
）

	

９
月
中
旬　

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
１
０
１

▽	

第
８
回
グ
ラ
ウ
ン
ド・
ゴ
ル
フ
大
会（
体
育
部
）

	

９
月
21
日
（
木
）　

小
豆
沢
野
球
場

▽	

囲
碁
将
棋
大
会
（
文
化
部
）

	

９
月
27
日
（
水
）　

文
化
会
館
大
会
議
室

▽	

日
光
市
と
の
交
流
会
（
総
務
・
企
画
部
）

	

10
月
上
旬　

日
光
市

▽	

総
合
軽
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
体
育
部
）

	

10
月
11
日
（
水
）　

小
豆
沢
野
球
場

▽	

作
品
展
（
教
養
部
）

	

10
月
23
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）

	

　

高
島
平
区
民
館
３
階

▽	

東
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

	

11
月
17
日
（
金
）　

武
蔵
野
市

▽	

作
品
展
・
表
彰
式

	

12
月
６
日
（
水
）（
文
・
大
会
議
室
）

板橋区老人クラブ連合会 第170号3



板
老
連
本
部
事
業
報
告

元気にラジオ体操

懐かしさを感じさせる古民家

青
空
の
も
と
　
体
を
動
か
す

板
老
連
の
ペ
タ
ン
ク
大
会
が

６
月
15
日
（
木
）、小
豆
沢
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
８
日（
木
）が
天
候
不
順
の

た
め
延
期
と
な
っ
た
大
会
で
、

当
初
は
28
チ
ー
ム
の
エ
ン
ト
リ
ー
で
し
た

が
19
チ
ー
ム
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

初
夏
を
思
わ
せ
る
晴
天
で
少
し
風
が
あ

る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
各
チ
ー
ム
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
午
前
中
に
予
選
ラ
ウ

ン
ド
を
行
い
、
16
チ
ー
ム
が
午
後
の
決
勝

ラ
ウ
ン
ド
に
進
み
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
皆
さ
ん
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
こ
う
と
敗
者
戦
も
行
い
、
全

３
月
の
肌
寒
い
日
で
す
が
、
空
は
雲

一
つ
な
い
晴
天
の
も
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
・
ペ
タ
ン
ク
講
習
会
交
流
会
は

９
日
（
木
）
９
時
30
分
よ
り
、
開
会
式

が
小
豆
沢
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
好
天
に
恵
ま
れ
、
参
加
人
数
は
選

手
１
８
９
名
ス
タ
ッ
フ
11
名
計
２
０
０

名
の
参
加
で
し
た
。

開
会
式
は
体
育
部
長
の
開
会
宣
言
で

始
ま
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
今
回

審
判
は
各
自
チ
ー
ム
が
担
当
、
ペ
タ
ン

ク
は
投
球
方
法
と
点
数
の
記
入
方
法
等

を
学
ぶ
講
習
を
兼
ね
た
交
流
会
の
説
明

会
後
、会
長
不
在
、区
推
進
課
の
来
賓
あ

い
さ
つ
な
し
で
体
育
部
員
の
紹
介
、
準

備
運
動
は
ラ
ジ
オ
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ

し
、
別
組
み
合
せ
表
に
よ
り
、
各
チ
ー

板
老
連
主
催
の
第
６
回
バ
ス
ハ
イ
キ
ン

グ
が
５
月
２
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
気
軽
に
手
軽
に
近
郊
の
屋
外
で
ピ
ク

ニ
ッ
ク
を
楽
し
む
大
人
の
遠
足
で
す
。
広

大
な
緑
の
中
で
四
季
の
う
つ
ろ
い
を
感
じ

歴
史
の
息
吹
に
ふ
れ
る
べ
く
各
地
域
の
集

合
場
所
か
ら
３
１
６
名
の
皆
様
方
が
バ
ス

８
台
に
分
乗
し
て
交
通
渋
滞
に
も
遭
遇
せ

ず
約
１
時
間
で
「
府
中
市
郷
土
の
森
博
物

館
」
に
到
着
し
ま
し
た
。

初
夏
を
思
わ
せ
る
好
天
気
で
青
空
と
広

大
な
公
園
の
草
木
の
新
緑
が
映
え
絶
好
の

ピ
ク
ニ
ッ
ク
日
和
で
し
た
。博
物
館
で
は
、

ム
ラ
の
は
じ
ま
り
か
ら
ʼ
古
代
国
府
＇
の

ム
を
編
成
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は

団
体
戦
６
名
25
組
、
５
名
組
４
組
の
試
合

を
行
い
ま
し
た
。

ペ
タ
ン
ク
は
、
投
球
方
法
に
つ
い
て
実

戦
で
行
い
、
手
投
げ
方
法
は
手
首
を
痛
め

る
の
で
、投
球
の
種
類
、ポ
ワ
ン
テ
（
目
標

に
寄
せ
る
）、
テ
ィ
ー
ル
（
目
標
を
弾
き
と

ば
す
）
を
習
得
す
る
よ
う
推
奨
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
午
前
８
ホ
ー

ル
１
回
、
午
後
８
ホ
ー
ル
１
回
計
２
回
16

ホ
ー
ル
の
得
点
で
順
位
を
決
め
ま
し
た
。

今
回
は
表
彰
、
賞
品
は
な
し
で
す
。

ペ
タ
ン
ク
は
８
チ
ー
ム
の
組
み
合
せ
表

に
従
い
対
戦
を
行
い
、
勝
組
負
組
と
も
に

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
対
戦
し
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
た

だ
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
５
名
組
は

対
象
外
と
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
会
成
績
結
果

団
体
（
６
名
組
）

優　

勝　

清
和
ク
ラ
ブ
Ｃ　

２
３
２
点

　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
３
回

準
優
勝　

朝
日
ク
ラ
ブ　
　

２
３
６
点

　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
４
回

第
３
位　

清
和
ク
ラ
ブ
Ｂ　

２
４
５
点

　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
３
回

第
４
位　

エ
イ
ト
熟
年
会　

２
４
７
点

　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
１
回

個
人
成
績　

16
ホ
ー
ル

第
１
位

　

清
和
ク
ラ
ブ
Ａ　

中
川　

進

	

32
点　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
１
回

第
２
位

　

朝
日
ク
ラ
ブ　
　

藤
越　

秀
明

	

34
点　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
２
回

第
２
位

　

清
和
ク
ラ
ブ
Ｃ　

勝
見　

栄
子

	

34
点　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
１
回

第
２
位

　

清
和
ク
ラ
ブ
Ａ　

伊
久
留　

忠
義

	

34
点　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
１
回

ペ
タ
ン
ク
交
流
会　

団
体
（
３
名
組
）

第
１
位　

エ
イ
ト
熟
年
会

第
２
位　

西
台
第
一
白
寿
会

第
３
位　

清
和
ク
ラ
ブ
Ａ
チ
ー
ム

（
元
体
育
部　

本
部
）

公
園
の
中
に
は
多
数
の
古
民
家
が
復
元

建
造
さ
れ
て
い
て
何
と
な
く
懐
か
し
さ

を
感
じ
る
場
所
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た

小
川
が
流
れ
る
丘
陵
地
帯
の
草
木
の
間

を
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
空
気
と
オ
ゾ
ン
で
森

林
浴
を
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

昼
食
は
前
回
か
ら
用
意
す
る
こ
と
に

し
た
お
弁
当
を
そ
れ
ぞ
れ
仲
間
の
皆
様

ご
と
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
お

弁
当
の
配
布
、
空
箱
の
回
収
も
特
に
混

乱
な
く
ま
た
当
日
は
事
故
も
な
く
無
事

終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、
皆
様
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
盛
年
部   

稲
毛
）

気
軽
に
手
軽
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク

16
チ
ー
ム
に
最
後
ま
で

プ
レ
ー
し
て
も
ら
っ
て

１
〜
16
位
を
決
定
。
さ

さ
や
か
で
す
が
16
位
ま

で
に
参
加
賞
も
準
備
し

ま
し
た
。

ペ
タ
ン
ク
は
見
て
い

て
勝
ち
負
け
が
良
く
分

か
る
の
で
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
も
お
お
い
に
盛
り

上
が
り
、
皆
さ
ん
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
成
績
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。優　

勝
：
上
赤
塚
長
生
会 

Ｂ
チ
ー
ム

第
２
位
：
小
茂
根
寿
光
会 

Ｂ
チ
ー
ム

第
３
位
：
上
赤
塚
長
生
会 

Ａ
チ
ー
ム

（
元
体
育
部  

稲
毛
）

誕
生
へ
、
ま
た
国
府
か
ら
府
中
へ
、
そ
し

て
甲
州
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
の
賑
わ
い

等
変
わ
り
ゆ
く
府
中
が
多
く
の
展
示
物
で

紹
介
さ
れ
て
い
て
歴
史
を
思
い
出
し
な
が

ら
人
々
の
営
み
と
生
活
ぶ
り
に
想
い
を
巡

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
広
大
な
丘
陵

上
赤
塚
長
生
会
Ｂ
　

熱
戦
制
す

勝者も敗者もみな楽しく

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
・
ペ
タ
ン
ク
講
習
会
交
流
会

第
18
回
ペ
タ
ン
ク
大
会

平
成
29
年
度
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
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ゲート通過！

仲間の声援を背に

お
と
な
の
社
会
科
見
学
を
し
ま
し
た

輪
投
げ
大
会
開
催

雨
に
降
ら
れ
抽
選
に

第
67
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
５

月
18
日
（
木
）
午
前
９
時
よ
り
受
付
、９

時
30
分
よ
り
小
豆
沢
野
球
場
特
設
コ
ー

ト
６
面
で
、
16
チ
ー
ム
１
０
０
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
曇
り

日
で
五
月
晴
れ
の
状
態
で
は
な
く
夕
方

は
一
雨
あ
り
そ
う
で
、
開
会
式
も
早
目

に
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
よ
り
板
老

連
組
織
変
更
、
役
員
改
選
も
あ
り
、
初

め
て
の
開
会
式
と
な
り
ま
し
た
。
開
会

式
は
体
育
部
伊
久
留
新
部
長
の
開
会
宣

言
で
始
ま
り
、
主
催
者
板
老
連
阿
部
新

会
長
の
あ
い
さ
つ
、
区
の
協
力
職
員
の

紹
介
、
体
育
部
員
の
協
力
謝
礼
の
言
葉

が
あ
り
、
板
橋
区
長
寿
社
会
推
進
課
長

が
交
代
し
、
近
藤
課
長
の
新
任
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
選
手
宣
誓
は
前

年
度
優
勝
チ
ー
ム
女
性
代
表
の
中
板
橋

友
愛
ク
ラ
ブ
の
森
田
さ
ん
の
力
強
い
宣

誓
が
あ
り
ま
し
た
。
準
備
体
操
は
ラ
ジ

オ
体
操
で
リ
ズ
ム
に
乗
り
身
体
を
ほ
ぐ

し
ま
し
た
。

競
技
前
に
チ
ー
ム
数
が
減
り
（
19
〜
16

チ
ー
ム
）
チ
ー
ム
代
表
を
集
め
て
、
組
み

合
わ
せ
変
更
と
予
選
か
ら
決
勝
進
出
６

チ
ー
ム
の
組
み
合
わ
せ
は
抽
選
で
決
め
る

こ
と
を
了
承
後
、
雨
の
心
配
で
早
目
に
試

合
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
午
前
は
６
コ
ー

ト
で
取
り
組
み
、３
チ
ー
ム
が
４
コ
ー
ト
、

２
チ
ー
ム
が
２
コ
ー
ト
の
取
り
組
み
と
な

り
、
コ
ー
ト
の
勝
率
で
１
位
が
決
勝
進
出

と
な
り
ま
す
。
３
チ
ー
ム
の
コ
ー
ト
は
2

勝
し
た
チ
ー
ム
が
１
位
、
２
チ
ー
ム
は
２

回
行
い
勝
率
得
失
点
で
決
め
ま
す
。

予
選
は
３
試
合
あ
り
試
合
中
に
も
温
度

が
高
く
な
り
水
分
補
給
の
呼
び
か
け
を
区

の
橋
本
係
長
よ
り
要
請
が
あ
り
、
熱
中
症

予
防
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
予
選

か
ら
決
勝
進
出
６
チ
ー
ム
が
決
ま
り
抽
選

で
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、準
々
決
勝
、準
決

勝
が
午
後
２
時
前
に
終
了
し
た
頃
よ
り
、

雲
行
き
が
悪
く
な
り
雨
が
パ
ラ
つ
き
、
決

勝
と
３
位
決
定
戦
に
入
る
前
に
雨
が
本
降

り
と
な
り
試
合
中
止
し
一
時
休
憩
。
再
度

試
合
続
行
し
ま
し
た
が
、
試
合
30
分
の
途

中
10
分
経
過
に
本
降
り
と
な
り
試
合
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

協
議
の
結
果
、抽
選
ク
ジ
引
き
に
な
り
、

１
〜
６
の
数
の
大
き
い
方
が
上
位
と
決
め

ま
し
た
。
抽
選
結
果
は
次
の
と
お
り
。

表
彰
は
１
位
〜
３
位
に
賞
状
・
賞
品
を

贈
呈
、
４
位
は
賞
品
の
み
贈
呈
。

優　

勝　

坂
下
わ
か
ば
会

準
優
勝　

長
後
長
寿
会

第
３
位　

末
広
会

第
４
位　

中
台
若
松
会

後
記
、
審
判
者
が
少
な
く
養
成
必
要
と

感
じ
ま
し
た
。

（
元
体
育
部　

本
部
）

一
言
に
「
ご
み
」
と
い
え
ば
汚
い
、
臭

い
、不
要
物
等
の
印
象
が
あ
り
ま
す
。資
源

ご
み
の
活
用
は
と
聞
か
れ
た
と
き
、
解
っ

て
い
る
よ
う
で
理
解
し
て
い
な
い
の
が
現

実
。
６
月
１
日
、
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
で
は

27
名
の
会
員
が
参
加
し
板
橋
清
掃
工
場
の

施
設
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。

収
集
ト
ラ
ッ
ク
が
計
量
後
、
次
々
と
点

滅
番
号
の
誘
導
に
従
い
ゴ
ミ
バ
ン
カ
ー
へ

投
入
、
大
型
ク
レ
ー
ン
で
空
気
を
含
ま
せ

撹
拌
し
焼
却
炉
へ
と
い
う
す
ご
い
作
業
を

ガ
ラ
ス
越
し
に
見
ま
し
た
。
植
木
の
刈
り

込
み
も
受
け
入
れ
る
よ
う
で
す
。

６
人
体
制
で
機
械
室
は
休
ま
ず
１
年
中

作
業
し
て
い
ま
す
。
清
掃
作
業
に
携
わ
っ

て
い
る
職
員
の
ご
苦
労
に
、
施
設
見
学
の

研
修
で
心
か
ら
あ
り
が
と
う
、
ご
苦
労
様

の
気
持
ち
が
よ
り
一
層
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
私
た
ち
も
分
別
を
し
っ
か
り
し
な
く

て
は
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
環
境
に
優

し
い
シ
ス
テ
ム
で
何
も
か
も
燃
や
し
て

恒
例
の
第
19
回
大
会
は
梅
雨
入
り
前
、

好
天
の
６
月
３
日
（
土
）
志
村
第
一
小
学

校
体
育
館
に
お
い
て
、
６
ク
ラ
ブ
48
名
の

精
鋭
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
沢

支
部
長
の
あ
い
さ
つ
と
開
会
宣
言
、
競
技

役
員
の
ル
ー
ル
説
明
と
注
意
事
項
、
準
備

運
動
を
行
い
競
技
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
５
レ
ー
ン
に
分
か
れ
、
６

ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
の
個
人
戦
で

す
。
高
得
点
に
大
き
な
拍
手
、
笑
い
も
入

り
混
じ
る
和
や
か
な
中
に
も
白
熱
の
戦
い

ぶ
り
で
し
た
。
前
半
３
ゲ
ー
ム
終
了
後
水

分
補
給
の
休
憩
を
と
り
後
半
３
ゲ
ー
ム
の

支
部
だ
よ
り

第
11
支
部

第
7
支
部

し
ま
う
素
晴
ら
し
い
威
力
の
あ
る
工

場
が
、
地
元
板
橋
区
に
あ
る
こ
と
に
対

し
自
慢
に
思
い
ま
し
た
。
ご
み
焼
却
に

よ
っ
て
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
周

辺
の
公
共
施
設
へ
供
給
を
し
て
い
ま

す
。熱
帯
環
境
植
物
館（
グ
リ
ー
ン
ド
ー

ム
ね
っ
た
い
か
ん
）、温
水
プ
ー
ル
な
ど

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
族
館
、
植

物
館
の
見
学
も
同
時
に
し
ま
し
た
。

孫
育
て
の
世
代
に
な
る
ク
ラ
ブ
会
員

は
、
子
ど
も
心
に
戻
り
声
を
出
し
見
学

し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
地
元

か
ら
乗
り
換
え
な
し
の
バ
ス
で
施
設

へ
、
大
部
分
の
会
員
が
シ
ル
バ
ー
パ
ス

を
利
用
し
ま
し
た
。
緊
急
時
に
備
え
２

台
の
乗
用
車
も
用
意
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
見
学
研
修
と
緊
張
感
と

楽
し
さ
を
味
わ
い
充
実
し
た
一
日
で
し

た
。	

（
赤
塚
遊
友
ク
ラ
ブ　

伊
藤
）

ス
タ
ー
ト
、
合
計
６
ゲ
ー

ム
の
ス
コ
ア
で
順
位
決

定
、
成
績
発
表
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
も

上
位
３
位
ま
で
清
和
グ
ル
ー
プ
の
独
占
と

な
り
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
、
練
習
の
大
切
さ
を
参
加
者
全

員
が
納
得
し
、
来
年
の
開
催
を
約
し
閉
会

し
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝　

阿
部　

て
る
（
清
和
ク
ラ
ブ
）　

１
３
９
点

２
位　

松
崎　

律
子
（
清
和
ク
ラ
ブ
）

　

１
３
３
点

３
位　

土
屋　

幸
男
（
清
和
ク
ラ
ブ
）

　

１
２
９
点

４
位　

大
野
木　

健
夫
（
朝
日
ク
ラ
ブ
）

　

１
２
０
点

５
位　

正
木　

勇
（
和
泉
ク
ラ
ブ
）　

　

１
１
７
点

（
第
７
支
部　

藤
越
）

第
67
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
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総
務
部
長
に
任
ぜ
ら
れ
苦
戦
中

若
々
し
く
生
涯
青
春

新
事
業
へ
取
り
組
む
に
あ
た
り

寿
大
学
の
魅
力

楽
し
い
板
老
連
の
姿
を

健
康
長
寿
に
ス
ポ
ー
ツ

ふ
れ
あ
い
と
連
帯
を
大
切
に

ス
ム
ー
ズ
な
活
動
の
た
め
に

新
部
長
あ
い
さ
つ

総
務
・
企
画
部
長
　
大
塚
　
恒
夫

厚
生
・
盛
年
部
長
　
小
菅
　
昭
夫

文
化
部
長
　
奥
永
　
和
満

教
養
部
長
　
山
田
　
隆
夫

広
報
部
長
　
本
部
　
六
朗

体
育
部
長
　
伊
久
留
忠
義

女
性
・
社
会
部
長
　
坪
田
　
知
子

会
計
部
長
　
神
谷
　
光
子

平
成
29
年
５
月
12
日
、
板
橋
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
総
会
の
場
で
、
総
務
・
企

画
担
当
の
部
長
を
任
命
さ
れ
ま
し
た
大
塚

恒
夫
と
申
し
ま
す
。

新
米
の
理
事
で
あ
る
私
ご
と
き
が
総

務
・
企
画
担
当
部
長
を
任
ぜ
ら
れ
る
と
は

考
え
て
も
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
総

務
と
は
ど
の
よ
う
な
業
務
を
担
当
し
何
を

す
る
の
か
も
理
解
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

た
。自
分
た
ち
の
ク
ラ
ブ
を
第
一
に
考
え
、

前
会
長
の
世
代
交
代
を
進
め
る
こ
と
に
苦

心
中
の
私
に
新
た
な
課
題
で
し
た
。

見
る
こ
と
は
何
も
な
し
、聞
く
こ
と
で
身

に
つ
け
る
し
か
方
法
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。今

は
た
だ
先
輩
の
会
長
・
副
会
長
か
ら
の
指

導
を
い
た
だ
き
、
悪
戦
苦
闘
の
毎
日
で
す
。

先
日
、
６
月
７
日
「
６
月
理
事
会
」
の

レ
ジ
ュ
メ
作
成
か
ら
、
理
事
会
の
司
会
進

行
を
務
め
る
試
練
の
場
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
苦
痛
の
極
み
で
す
。

苦
労
を
し
な
が
ら
、理
事
の
皆
さ
ん
、支

部
長
の
温
か
い
協
力
を
得
て
無
事
？ 

済

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

退
路
は
既
に
断
た
れ
ま
し
た
。
取
り
組

む
以
外
に
方
法
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
少
し

ず
つ
前
進
し
ま
す
。完
全
は
求
め
ま
せ
ん
。

無
難
も
期
待
し
ま
せ
ん
。
ど
う
に
か
諸
先

輩
、
副
部
長
、
担
当
部
員
各
位
の
支
援
を

い
た
だ
き
、
新
米
総
務
部
長
が
ど
の
程
度

の
仕
事
を
や
り
遂
げ
る
か
、
最
後
ま
で
見

届
け
て
く
だ
さ
い
。

本
来
な
ら
ば
、部
会
活
動
の
方
針
等
、抱

板
老
連
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
「
健
康

で
明
る
い
長
寿
社
会
を
目
指
す
」
を
指
標

に
健
康
寿
命
を
の
ば
す
健
康
づ
く
り
介
護

予
防
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
健
康
講
座
、
腰
痛
・
転
倒
予

防
の
講
習
会
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

盛
年
部
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
「
め
ざ
せ

２
０
２
０
都
内
23
区
ウ
ォ
ー
ク
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
を
合
言
葉
に
本
年
も
月
２
回

の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ

る
方
が
一
層
若
々
し
く
健
康
寿
命
の
押
し

上
げ
を
望
む
と
こ
ろ
で
す
。
私
も
生
涯
青

春
の
気
概
で
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

文
化
部
で
は
、
従
来
の
事
業
に
旅
行
全

般
と
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
が
加
わ
り
、
す
べ

て
未
経
験
の
私
に
と
っ
て
大
変
な
こ
と
で

今
年
度
よ
り
教
養
部
の
担
当
に
な
り
ま

し
た
山
田
隆
夫
で
す
。
教
養
部
の
主
な
活

動
と
し
て
は
、
寿
大
学
と
作
品
展
が
あ
り

ま
す
。
寿
大
学
で
は
短
歌
・
俳
句
・
書
道
・

手
芸
・
水
墨
画
・
陶
芸
・
園
芸
・
新
舞
踊
・

謡
曲
・
囲
碁
・
将
棋
の
11
の
教
科
が
あ
り

ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
２
年
間
か
け
て
学
べ

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
結
果
発
表
の
場
と
し
て
作

品
展
を
開
催
し
て
お
り
ま
し
て
、
優
秀
な

作
品
に
は
、
板
橋
区
長
賞
を
は
じ
め
努
力

賞
・
敬
老
賞
・
団
体
賞
等
の
た
く
さ
ん
の

表
彰
が
あ
り
、
皆
さ
ん
楽
し
み
に
出
品
さ

れ
ま
す
。

広
報
部
の
部
長
が
不
在
で
、
担
当
副
会

長
が
決
定
す
る
ま
で
担
当
せ
よ
と
三
役

会
・
広
報
担
当
者
会
議
で
決
ま
り
、
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

広
報
方
針
は
、「
板
老
連
」
を
と
お
し

こ
の
た
び
、
前
体
育
部
長
の
本
部
様
よ

り
後
任
と
し
て
体
育
部
長
を
引
き
受
け
ま

し
た
伊
久
留
と
申
し
ま
す
。

医
学
の
進
歩
に
と
も
な
い
、
今
は
長
寿

社
会
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
健
康
長
寿
で

あ
る
た
め
に
は
、
一
歩
外
に
出
て
身
体
を

動
か
す
こ
と
が
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
体
育
部
に
は
「
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ペ
タ
ン
ク
」
等
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ

が
あ
り
、
体
力
測
定
は
健
康
増
進
に
も
非

常
に
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
本
年
度
板
老
連
は
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

の
担
当
区
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
体
育
部

員
と
力
を
合
わ
せ
、
大
成
功
さ
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
会
計
部
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
、
神
谷
光
子
で
す
。
初
め
て
の
経

験
で
、
私
に
と
っ
て
荷
が
重
す
ぎ
る
任
務

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
活
動
が
ス

ム
ー
ズ
に
流
れ
る
た
め
に
も
、
会
計
の
重

要
さ
を
感
じ
つ
つ
、
し
っ
か
り
責
任
を
果

た
す
た
め
に
早
坂
副
会
長
の
も
と
で
会
計

業
務
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

業
務
の
能
率
化
の
た
め
に
も
、
以
下
の

こ
と
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

①
各
部
毎
月
の
請
求
書
は
翌
月
末
日
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
入
金
・
請
求
書
は
各
部
長
印
を
押
印

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
支
払
日
は
毎
月
第
２
・
第
４
の
月
曜

日
に
な
り
ま
し
た
。

負
を
述
べ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
す
が
、前
序
の

ご
と
く
暗
中
模
索
の
状
態
で
す
。一
つ
だ
け

多
忙
す
ぎ
る
本
部
活
動
の
合
理
性
と
、
解

散
ク
ラ
ブ
の
防
止
の
た
め
支
援
だ
け
に
は

全
力
を
尽
く
し
た
く
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
先
輩
部
長
の『
芝
間
総
務
部
長
』

の
よ
う
に
は
育
ち
ま
せ
ん
。
し
か
し
足
元

に
は
た
ど
り
着
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご

支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

て
、
板
老
連
の
活
動
を
い
き
い
き
と
タ
イ

ム
リ
ー
に
広
報
し
、
板
老
連
ク
ラ
ブ
活
動

の
楽
し
さ
を
伝
え
、活
動
の
参
加
を
促
し
、

板
老
連
へ
の
加
入
を
促
進
し
ま
す
。
編
集

や
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
等
の
改
善
に
よ
り
、

読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
行
い
、
ク
ラ

ブ
会
員
に
積
極
的
に
投
稿
を
呼
び
か
け
、

紙
面
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

す
べ
て
皆
元
気
に
参
加
で
き
る
こ
と
を

目
的
に
、
で
き
る
こ
と
を
行
い
や
っ
て
み

る
、
そ
の
中
か
ら
部
の
、
ま
た
ク
ラ
ブ
の

す
が
、
統
括
に
稲
毛
副
会
長
、
副
部
長
と

し
て
根
本
第
４
支
部
長
と
平
野
第
８
支
部

長
の
い
ず
れ
も
ベ
テ
ラ
ン
の
方
が
就
い
て

い
た
だ
き
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
部
員
さ
ん
に
も
恵
ま
れ
て

お
り
、こ
れ
ら
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、

会
員
の
皆
様
が
喜
ん
で
文
化
部
の
各
事
業

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
に
活
動
が
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

城
西
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
女
性
活
動
情
報
を

交
換
し
、
参
考
に
し
ま
す
。
友
愛
活
動
、

世
代
間
交
流
は
そ
れ
ぞ
れ
活
動
内
容
、
状

況
の
把
握
、
声
か
け
等
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
、
地
域
社
会
と
の
連
帯
感
を
も
ち
、

会
員
増
強
に
つ
な
が
る
よ
う
な
社
会
奉
仕

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
多
く
の
参

加
を
促
す
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
模
索

し
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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天　

今
年
も
つ
ば
め
の
巣
づ
く
り
が
始

ま
っ
た
。美
知
子
さ
ん
は
そ
の
つ
ば
め
の

子
が
生
き
に
く
い
世
の
空
を
あ
お
ぐ
と

い
う
の
だ
。
鴉
や
鳶
な
ど
か
ら
逃
れ
る

た
め
に
人
家
近
く
に
巣
を
つ
く
る
と
も

い
わ
れ
る
つ
ば
め
だ
が
、
そ
れ
で
も
春

生
ま
れ
た
雛
の
う
ち
成
長
し
て
秋
に
帰

れ
る
の
は
二
割
に
も
満
た
な
い
と
い
う

の
だ
か
ら
確
か
に
つ
ば
め
の
子
に
は
棲

み
に
く
い
の
だ
。頼
っ
て
来
て
く
れ
た
の

だ
か
ら
せ
め
て
人
間
だ
け
で
も
守
っ
て

あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地　

疎
開
し
て
い
た
辛
い
日
々
を
思
い

出
し
て
の
一
句
で
あ
る
。食
べ
盛
り
育
ち

盛
り
の
そ
の
こ
ろ
の
「
飢
」
が
何
と
も

天　

眼
を
つ
む
り
尺
八
奏
で
る
亡
き
夫
の

　
　
　

喉
骨
の
ふ
る
へ
今
も
眼
に
見
ゆ

上
板
橋
　
宮
川
　
久
子

地　

前
谷
律
の
緑
道
沿
い
に
桜
咲
き

　
　
　

川
の
流
れ
は
夢
の
ご
と
消
ゆ

清
水
町
清
寿
会
　
大
塚
ト
モ
子

人　

水や

ご蠆
捕
り
し
藍
染
川
の
懐
か
し
き　

　
　
　

今
で
は
暗
渠
、
面
影
も
な
し

仲
宿
睦
双
葉
会
　
藤
生
　
桂
凰

次　

あ
こ
が
れ
の
地
区
大
会
の
晴
れ
舞
台

　
　
　

凛
と
踊
ろ
う
鶴
寿
の
舞
を

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

妻
が
病
み
吾
も
病
み
お
り
嬉
し
き
は

　

労
り
合
い
の
増
し
て
ゆ
く
日
々

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

裏
庭
に
今
を
盛
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

　

賞
で
つ
つ
八
十
代
半
ば
の
年
齢
い
と
し
き

中
丸
中
町
白
寿
会
　
荒
井
　
初
美

幼
子
の
手
か
ら
漏
れ
い
る
コ
ー
ン
目
指
し

　

車
の
合
い
間
に
鳩
舞
い
降
り
る

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
知

ま
た
ひ
と
つ
昭
和
の
星
の
消
え
し
夜
の

　

別
れ
切
な
し
船
村
メ
ロ
デ
ィ
ー

大
山
和
楽
ク
ラ
ブ
　
伊
藤
恭
一
郎

ふ
る
さ
と
の
汐
風
か
お
る
砂
浜
に

　

朝
日
に
映
え
る
は
ま
ゆ
う
の
花

富
士
見
寿
会
　
岩
崎
千
鶴
子

春
愁
と
い
い
て
こ
も
れ
ば
花
の
散
り

　

緑
の
も
え
る
日
な
が
と
な
り
た
り

桜
川
旺
寿
会
　
大
澤
　
貞
子

風
透
け
て
絵
筆
止
ま
り
ぬ
野
の
草
に

　

衣そ
と
ほ
り
ひ
め

通
姫
の
露
け
く
光
る

高
島
平
寿
会
　
大
沼
　
容
子

友
の
家
の
庭
藤
盛
り
と
招
か
れ
て

　

心
づ
く
し
の
至
福
あ
じ
わ
う

第
二
白
寿
会
　
大
森
　
セ
ツ

ガ
ラ
ス
戸
に
写
り
し
我
の
姿
見
て

　

ハ
ッ
と
思
い
て
背
筋
を
伸
す

朝
日
ク
ラ
ブ
　
金
子
タ
カ
子

身
に
沁
み
る
。
空
腹
の
身

に
は
何
で
も
お
い
し
か
っ

た
。
そ
の
中
で
も
桑
の
実

は
格
別
お
い
し
か
っ
た
の
だ
。
菊
枝
さ

ん
は
桑
の
実
の
季
節
が
来
る
た
び
、
戦

争
は
再
び
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う

の
だ
。

人　

ハ
イ
ネ
が
「
美
し
い
五
月
に
」
と

詠
っ
た
よ
う
に
み
ず
み
ず
し
い
生
命
力

に
あ
ふ
れ
る
の
が
五
月
だ
。
カ
ト
リ
ッ

ク
で
聖
母
月
と
よ
ぶ
の
で
五
月
を
聖
五

月
も
い
う
。「
園
児
ら
の
声
吹
き
あ
が

る
」
か
ら
弾
け
る
よ
う
な
こ
の
季
節
の

喜
び
が
見
え
て
く
る
。
聖
五
月
で
切
っ

て
、園
児
ら
の
声
吹
き
あ
が
る
と
一
気
に

詠
み
あ
げ
た
こ
と
で
園
児
ら
の
元
氣
に

満
ち
た
顔
が
浮
か
ぶ
。

天　
つ
ば
め
の
子
生
き
に
く
い
世
の
空
あ
お
ぐ

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
野
美
知
子

地　

桑
の
実
に
唇
そ
め
し
遠
き
飢

仲
宿
睦
双
葉
会
　
小
林
　
菊
枝

人　

聖
五
月
園
児
等
の
声
吹
き
上
が
る

常
盤
光
寿
会
　
松
田
　
　
翠

ア
ル
プ
ス
の
風
ゆ
る
や
か
に
新
樹
光

常
盤
光
寿
会
　
畑
　
乃
武
子

新
茶
濃
く
淹
れ
て
ふ
た
り
の
旅
プ
ラ
ン

常
盤
光
寿
会
　
吉
田
　
憲
司

店
主
似
の
め
だ
か
の
泳
ぐ
美
容
室

大
谷
口
寿
齢
ク
ラ
ブ
　
増
田
み
ど
り

シ
ル
バ
ー
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
夏
帽
子

常
盤
光
寿
会
　
飯
島
ゆ
り
子

夕ゆ
の
そ
ら空
へ
広
が
る
風
や
釣
つ
り
し
の
ぶ忍

東
新
東
寿
会
　
中
島
　
孝
祐

父
の
背
は
広
き
ゆ
り
か
ご
花
疲
れ

高
島
平
青
葉
ク
ラ
ブ
　
安
住
　
正
子

知
ら
ぬ
間
に
手
を
放
さ
れ
て
自
転
車
を

　

一
人
こ
ぎ
ゆ
く
子
に
新
樹
の
光
る

仲
宿
睦
双
葉
会
　
小
林
　
菊
枝

健
や
か
に
老
い
て
孫
つ
れ
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　

何
処
に
行
っ
て
も
至
福
満
喫
す

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
　
　
昇

「
あ
っ
ち
ょ
う
ち
ょ
」爺
の
皿
に
は
ム
ー
ル
貝

　

二
歳
の
孫
の
瞳
の
つ
ぶ
ら

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

田
舎
道
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
小
鳥
鳴
き

　

風
は
さ
わ
や
か
心
癒
さ
る

仲
宿
睦
双
葉
会
　
増
野
　
信
子

新
曲
の
次
々
流
れ
る
歌
祭
り

　

古
き
歌
聞
き
心
な
ご
ま
す

小
茂
根
二
丁
目
楽
生
会
　
須
藤
　
幹
男

振
袖
を
着
れ
ば
大
人
の
顔
の
孫

　

モ
デ
ル
の
ご
と
き
フ
ラ
ッ
シ
ュ
浴
び
る

大
谷
口
寿
齢
ク
ラ
ブ
　
宮
地
い
ち
子

晩
酌
に
孫
の
手
料
理
に
飲
む
酒
は

　

八
十
寿
中
場
の
至
福
の
時

熊
野
町
寿
会
　
佐
藤
　
七
郎

短
歌   

松
坂 

弘  

選
・
評

俳
句   

星 

利
生   

選
・
評

天　

亡
き
ご
主
人
様
が
尺
八
を
趣
味
に

し
て
お
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
奏
で
る

際
に
喉
骨
が
出
て
震
え
て
い
た
の
が
今

も
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
の
で
す
。

や
る
せ
な
い
懐
か
し
い
内
容
で
す
。

地　

前
谷
律
と
い
う
具
体
的
な
地
名
を

読
み
込
ん
で
い
る
の
が
良
い
で
す
。
桜

の
花
が
華
や
か
に
散
り

夢
の
よ
う
に
流
れ
下
っ

て
行
き
ま
す
。

人　

水や

ご蠆
は
と
ん
ぼ
類
の
幼
虫
の
総
称

で
す
。
水
が
綺
麗
だ
っ
た
幼
年
の
こ
ろ

の
懐
か
し
さ
。

次　
「
鶴
寿
」は
鶴
は
千
年
の
寿
を
保
つ

と
い
う
こ
と
か
ら
長
生
き
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。

　
川
柳

近
道
を
す
ぐ
選
る
人
の
ジ
ム
通
い

仲
宿
睦
双
葉
会
　
小
林
　
菊
枝

加
計
そ
ば
と
森
友
も
り
そ
ば
安
部
食
堂

仲
宿
睦
双
葉
会
　
藤
生
　
桂
司

ゼ
ロ
金
利
タ
ン
ス
へ
そ
繰
り
鉢
合
せ

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子

雷
門
ど
ち
ら
を
向
い
て
も
yユ
ウ
o
u
ば
か
り

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
野
美
知
子

天
晴
れ
張
本（
13
）藤
井（
14
）元
服
前
の
日
本
男
児

仲
宿
睦
双
葉
会
　
新
田
　
大
寒

寒
暖
差
黄
砂
と
風
の
こ
の
季
節

　

な
お
め
ま
ぐ
る
し
う
つ
ろ
い
て
行
く

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
松
村
　
綾
子

春
雷
に
庭
園
の
バ
ラ
な
お
冴
え
て

　

古
い
に
し
え
び
と
人
の
宴
の
過よ

ぎ
る

仲
宿
睦
双
葉
会
　
杉
本
　
フ
ミ
エ

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
夜
景
を
見
ん
と
思
い
し
が

　

オ
ー
プ
ン
五
年
と
テ
レ
ビ
告
げ
お
り

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
上
野
　
清
美

絵
手
紙
の
大
き
な
魚
風
薫
る

常
盤
光
寿
会
　
宮
崎
　
幸
雄

五
月
晴
四
万
十
川
に
手
こ
ぎ
舟

常
盤
光
寿
会
　
尾
関
　
昭
子

父
の
忌
や
泰
山
木
は
花
か
か
げ

双
葉
蓬
莱
会
　
江
原
　
輝
義

姥
捨
の
棚
田
を
照
ら
す
五
月
の
陽

常
盤
光
寿
会
　
矢
島
千
代
子

30
分
頬ほ
ほ

張ば

る
笑
顔
イ
チ
ゴ
狩
り

朝
日
ク
ラ
ブ
　
金
子
タ
カ
子

人
生
の
迷
ひ
に
も
似
て
蟻
の
道

小
豆
沢
に
り
ん
草
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
　
光
正

球
児
等
の
追
ふ
白
球
や
風
光
る

小
豆
沢
に
り
ん
草
ク
ラ
ブ
　
鈴
木
ヒ
サ
子

子
供
等
に
気
合
か
け
ら
れ
五
月
く
る

常
盤
光
寿
会
　
篠
原
　
幸
美

街
ゆ
け
ば
傘
の
花
咲
く
立
夏
哉

大
谷
口
寿
齢
ク
ラ
ブ
　
宮
地
い
ち
子

日
溜
り
や
幼
な
の
よ
う
な
土
筆
摘
む

エ
イ
ト
熟
年
会
　
山
平
　
ツ
ヤ

自
転
車
に
赤
き
バ
ラ
乘
せ
友
通
る

寿
ク
ラ
ブ
　
田
中
あ
さ
子

更
衣
リ
ハ
ビ
リ
兼
ね
て
着
替
え
す
る

常
盤
光
寿
会
　
浜
　
愛
次
郎

時
流
れ
墓
石
に
蝶
が
三
回
忌

乃
ぐ
ち
松
寿
会
　
新
井
　
美
知

一
周
忌
こ
と
ば
少
な
し
沙
羅
の
花

常
盤
光
寿
会
　
遠
藤
美
代
子

五
月
雨
に
恵
み
を
も
ら
う
人
も
花
も

常
盤
光
寿
会
　
委
人
　
昭
子

薫
風
の
香
り
吸
い
込
む
散
歩
道

朝
日
ク
ラ
ブ
　
浅
賀
　
　
清

夏
館
お
茶
席
う
れ
し
友
と
い
て

東
新
東
寿
会
　
田
中
　
タ
イ

散
り
て
後な
お

地
に
咲
く
如
き
寒
椿

坂
下
わ
か
ば
会
　
鈴
木
ミ
ツ
子
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６
月
９
日
（
金
）、９
時
か
ら
12
時
ま
で

将
棋
科
が
仲
宿
い
こ
い
の
家
２
階
で
開
講

す
る
の
で
取
材
に
行
き
ま
し
た
。
将
棋
は

勝
負
事
な
の
で
教
室
内
は
緊
張
感
が
漂
っ

て
い
る
か
と
教
室
に
入
り
ま
し
た
が
、
生

徒
の
皆
さ
ん
は
和
気
あ
い
あ
い
で
ホ
ッ
と

し
ま
し
た
。

開
講
日
は
月
２
回
、第
２
・
４
週
の
金
曜

日
で
す
。
教
室
に
は
す
で
に
二
十
数
名
の

生
徒
が
い
て
、
女
性
４
名
が
受
講
し
て
い

た
の
で
、
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
ら
と

先
生
に
お
越
し
願
い

話
を
お
聞
き
す
る
こ
と

に
な
り
、
生
徒
の
寿
大
学

卒
業
ま
で
に
ど
の
レ
ベ

ル
を
目
標
に
し
て
い
る

の
か
尋
ね
る
と
、「
初
段

を
考
え
て
い
る
が
、
将
棋

は
脳
を
活
性
化
さ
せ
、
集

中
力
を
高
め
認
知
症
予

防
に
も
な
る
の
で
、
生
徒

に
は
明
る
く
、
楽
し
い
授

業
を
心
が
け
て
い
る
」
と

の
こ
と
で
す
。

将
棋
以
外
の
話
も
取

り
込
ん
で
講
義
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
先
生
は

ど
こ
で
情
報
を
得
る
の

か
！　

新
聞
は
す
べ
て
目
を
と
お

し
、
書
籍
、
雑
読
も
読
み
大
変
で
あ
り
ま

す
。

卒
業
生
、
生
徒
の
実
力
を
知
る
に
は
！

去
年
、
板
老
連
の
将
棋
大
会
で
A
・
B
・

C
組
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
各
ク
ラ
ス
上
位

の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
講
義
、
詰
将
棋

や
最
終
局
面
の
実
践
が
よ
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

当
日
い
た
女
性
の
生
徒
４
名
の
内
、
１

思
い
ま
し
た
。
授
業
が
始

ま
り
、
書
記
担
当
の
加
藤

哲
太
郎
氏
が
、
将
棋
界
の

状
況
説
明
の
中
で
今
話
題

の
藤
井
四
段
が
連
勝
記
録

を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
北
村
勝
伸
先
生

の
講
義
で
す
。

前
回
宿
題
の
詰
将
棋
の

回
答
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

に
将
棋
盤
を
は
り
、

詰
め
方
を
解
読
。
当

日
、
新
た
に
将
棋
の

最
終
局
面
に
対
し
て

の
詰
め
方
を
生
徒
に

答
え
を
求
め
な
が
ら

一
緒
に
解
読
し
て
い
ま
し
た
。
２
問

を
約
30
分
か
け
て
の
講
義
。

14
歳
の
藤
井
四
段
が
普
段
口
に
し

て
い
る
「
僥
ぎ
ょ
う
こ
う倖」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
そ
う
で
す
。
意
味
は
「
思
い
が
け

な
い
幸
運
」
で
14
歳
の
少
年
が
話
す

こ
と
に
驚
い
た
と
言
っ
て
お
り
、
私

な
ど
は
読
め
な
い
、
書
け
な
い
言
葉

で
す
。

講
義
が
終
わ
る
と
生
徒
同
士
の
対

局
の
授
業
が
始
ま
り
ま
す
。

寿大学訪問
第10回　将棋科

名
の
方
に
将
棋
科
に
入
っ
た
動
機
に
つ
い

て
聞
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
こ
ろ
に
縁
台
将
棋
が
流

行
し
、
駒
の
動
か
し
方
を
覚
え
、
い
ろ
い

ろ
な
趣
味
を
経
験
し
て
も
う
一
度
将
棋
を

指
し
て
み
た
く
寿
大
学
に
入
学
し
ま
し

た
。
女
性
が
５
名
い
る
の
で
す
が
、
あ
と

何
人
か
入
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
こ
と
で
し

た
。
書
記
さ
ん
に
聞
い
た
と
こ
ろ
ま
だ
男

女
問
わ
ず
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
興
味
を

持
た
れ
た
方
は
入
学
し
て
く
だ
さ
い
。

（
広
報
部　

鈴
木
）

将棋盤を見ながらの解説

女性にも人気の将棋

◎
広
報
部
長
が
決
ま
ら
な
い
ま

ま
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

会
長
、
副
会
長
、
総
務
・
企
画

部
長
、
広
報
部
員
で
協
議
の
結

果
、
副
会
長
の
本
部
六
朗
氏
に

決
ま
り
ま
し
た
。

◎
会
報
紙
１
７
０
号
発
行
に
あ

た
り
、
原
稿
締
め
切
り
日
に

な
っ
て
も
原
稿
が
数
点
し
か
届

い
て
い
な
い
状
況
で
、
各
部
長

に
投
稿
依
頼
を
お
願
い
し
て
発

刊
で
き
る
運
び
と
な
り
、
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
次
回
か
ら
各

支
部
長
に
原
稿
依
頼
を
お
願
い

し
、
「
支
部
活
動
」
の
原
稿
か

「
ク
ラ
ブ
活
動
」
の
原
稿
の
い

ず
れ
か
に
す
る
か
は
、
支
部
長

一
任
と
し
ま
す
。
原
稿
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
ら
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

◎
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
投

稿
に
つ
い
て
は
、
一
人
一
首

（
句
）
で
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
投
稿
す
る
際
、
ク
ラ
ブ

名
、
氏
名
（
本
名
）
の
明
記
を

お
願
い
し
ま
す
。

広
報
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

板橋区老人クラブ連合会第170号 8


